
第５回
南大沢中学校区

地域づくり推進会議

及び

地域づくり団体の
設立総会

令和６年度(2024年度)

令和７年（202５年）２月1５日（土）

9：30～1２：00

南大沢中学校 3階 家庭科室

本日のプログラム 

【地域づくり推進会議】

１ 第7回地域づくり推進基本方針改定懇談会

（報告）

２ 地域づくり団体の目的および内容の共有

【地域づくり団体の設立総会】

【地域づくり推進会議】

３ 補助金申請について

４ 令和７年度の推進会議について

（開催日、開催頻度、時間、場所、役員・役員会）

５ みんなにシェア・みんなでシェア

（活動の周知、お手伝いが欲しいこと、

お困りごとなどの共有）



１ 第7回地域づくり推進基本方針改定懇談会（報告）

①「やりたい・やってみよう！」の想いから始まる【自発】
「やりたい・やってみよう！」という自発的な想いから始まり、個人や
団体を誘い込みながら共感を広げていく

④無理なく、楽しく、つながり、続いていく【自発・自前】
参加者が主体的に話し合い、情報の共有、つながりづくりを進めること
で、無理なく楽しく、躍動感のある活動が続いていく。

⒉プラットフォーム（PF）の５つの要素（大切なこと）

②出入りが自由でオープンな場【自前・自在】
多くの人や、行政を含む地域の団体等がゆるやかにつながり、デジタル
技術を活用して参加できる機会を増やすなど、出入りが自由で負担感が
少ないオープンな場とし、地域の新たなつながりが生まれていく

持続・発展する地域づく
り

取組 + 取組

ゆるやかなつながりを大切に

地域をもっと好きになる！

新しい価値（共創）

新たな取組

新しいアイデア
新たなフィールド

での活動へ

⑤地域の実情、ペースに合わせて【自発・自前・自在】
PFの発足方法、組織体制、活動内容等を全市一律に決めるものではな
く、PFの参加者が地域のことを“我がこと”として考えながら、地域の
実情、ペースに合わせて進めていくことで将来的な地域の担い手の養
成にもつながる場とする

地域づくりを推進するPF

行政

学生
暮らす
人

働く人

地域に関心のある
人・団体・企業

学校③「こんなことならできるよ！」を持ち寄る【自前】
参加者全員がフラットな関係で楽しく参加する中で、既に行っている地
域活動や、参加者の「得意」を持ち寄り、話し合いながら、活動の変化
や発展を楽しむ

⒈地域づくりの3原則

第１ 自発の原則
地域づくりの取組みが、地域づくりに関わる住民などステークホルダー

の自発的な動機に基づくものであること
第２ 自前の原則

ヒト・モノ・カネ・情報といった地域資源について、まず自前のものを、
掘り出し、磨きをかけ、活用すること

第３ 自在の原則
自発・自前＝内発を前提としたうえで、あえて外発的な要素を加味し、

内発的な要素だけでは十分ではない、あるいはそれ以上の効果が期待される
と判断されたとき、真に必要であれば躊躇わず地域外資源を活用すること

※令和7年1月15日（水）開催



１ 第7回地域づくり推進基本方針改定懇談会（報告）

⒊既存中学校区における地域づくり推進会議の方向性

市が推進会議の設置・運営だけでなく、活動組織との連携や
支援、共創による地域の課題解決・魅力向上を図る。

【現状】 【令和７年度以降】

要綱に基づき市が設置

「やりたい・やってみよう！」という想いのある個人や団体
によりプラットフォームを設置・運営。様々なステークホル
ダーと連携・共創し地域の課題解決・魅力向上を図ってい
く。

地域（個人・団体）の発意によるPFの立ち上げ【市に届
出】

他団体
企業 等

連携・支援
・共創

地域づくりに資する活動（参加自由）

参加団体間の
連携・調整・補完・情報共有

プラットフォーム内外との
つながりづくり

プラットフォーム（八王子市も地域の一員として参加）

「プラットフォームの５つの要素」を踏まえ、全市展開を見据えた検証を行いながら、
 令和8年度末までに新たなプラットフォームへの転換を目指します。

※旧推進会議の要素を吸収

連携
・共創

支援

地域づくり団体

5つの要素を
 踏まえ、検証し、
 転換を目指す

※令和7年1月15日（水）開催



２ 地域づくり団体の目的および内容の共有
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地域づくり推進計画に掲載している取組や地域づくり推進会議と連携した

取組を実行できるのが“地域づくり団体”です

地域づくり推進会議

要綱に基づき市が設置

他団体
企業 
等

連携
・支援
・共創

八
王
子
市

会議運営

地域づくり団体との連携

地域づくり推進事業補助金対象事業の承認

機動的な連携

市事業等
の連絡・
相談

支援
調整

参加者（団体）間の
連携・調整・補完・情報共有

地域づくり団体内外との
つながりづくり

地域づくり団体

地域づくりに資する活動 ※ 推進会議関連事業

（補助金対象事業）

・南大沢Week
・南大沢地域プラットフォームの構築
・居場所マップの更新（カルテの活用）
・公共的な場所の活用に向けた意見交換

の場づくり
・その他、地域づくり推進会議が認めた事業

その他の活動 ※ 推進会議に関連のない事業

（補助金対象でない事業）

参加者（団体）間の連携・調整・補完・
情報共有・内外におけるつながりづくり

推進会議参加者の発意による立ち上げ【市に届出】

【南大沢中学校区のイメージ】



5

推進会議は一時閉会です

南大沢中学校区

地域づくり団体の設立総会



（参考）補助金活用の際の申請について
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流れ 必要書類 時期

[STEP 1] 総会による会則・構
成員・役員・R6活動計画及び
予算の決定

－ 2/15総会

[STEP 2] 市への設立の届出 ①会則 ②構成員名簿 ③届出書 2/15総会後

[STEP 3] 市への補助金の申請
④交付申請書 ⑤事業計画書 ⑥
収支計画書 ⑦請求書 ⑧口座振
替依頼書

2月末まで

立ち上げ～補助金申請までの流れ及び必要書類

［その他］補助金申請までに団体の印鑑作成、銀行口座開設



３ 補助金申請について
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地域づくり団体が地域づくり推進事業補助金を申請する場合は、

推進会議と連携した取組である必要があります。

（対象事業）

第４条 補助対象となる事業は、当該中学校区の推進会議において策定する推進計画に基

づく地域の将来ビジョンの実現に向けた地域の魅力向上や課題解決のための公益性・公共

性を有する地域づくり推進事業とし、次の各号にあてはまるものとする。

（１）推進計画でアクションプランとして定められている取組

（２）推進計画に掲げる地域の将来ビジョンの達成に資するもので、推進計画で

整理された地域の魅力向上や課題解決を目指す取組（前号にあてはまるものを

除く）

（３）その他、推進計画に掲げる地域の将来ビジョンの達成に資するもので、推進

会議の中で議論し賛同を得た取組

「八王子市地域づくり推進事業補助金交付要綱」抜粋



４ 令和7年度の推進会議について
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（１）何回開催しますか （年５回）

（２）どこで開催しますか  （南大沢中）

（３）開催日時はどうしますか （土曜日・9：30～）

（４）役員会は開催しますか （年5回）

（５）第1回の推進会議はいつにしますか

※カッコ内は令和６年度



仲間が見つかる
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皆さんの・・・

・活動の周知

・お手伝いが欲しいこと

・お困りごと …etc

を「シェア」してください！

手続が分からない

アイデアが見つかる

地域でやってみたいことがあるけど…

ゆるく活動できる

５ みんなにシェア・みんなでシェア

Q） 困り事はありませんか？

例） 知り合いに「〇〇」が出来る人が見つからず、困っている

Q） こんな事できるかな？ということはありませんか？

例） 私たちで「〇〇」ってできるかな？協力してくれる人を探している

Q） 地域の中や外の情報はありませんか？

例） 〇〇で「〇〇」という活動で活躍している人がいるので、

次回の推進会議に誘ってみたい

皆さんが出来ることを少しずつ広げていきましょう！

例えば、南大沢地区で・所属する団体で・・・
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